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犬鈎虫 Ancylostomacaninumの寄生々態

に就いて，特に棲息密度効果について

矢お ふ き 町田 宣
日

千葉大学医学部公衆衛生学教室（主任柳沢利喜雄教授）

（昭和 33年 4月12日受領）

緒言
いささか明らかにしたので訟に報告する。

人体腸管寄生虫は，限られた閉鎖空聞に棲息し，且つ

次世代は必ず人体を離れて生育する生活史を持つので生

実験材料と検査方法

態学的に極めて興味ある問題を蔵する。それのみなら 昭和31年2月より 6月の聞に，千葉県五井保健所管内

ず，寄生の広さ，寄生濃度，虫体性比および年齢組成等 て捕獲した野犬28頭を活殺し，直ちに開腹，食道の一部ー

は，産卵:8iと密接な関係を有し，ひいては感染源の大小 より虹門に至る消化管を取り出し，前後端を夫々結設し

を左右するので，公衆衛生学の見地からその実態を研究 て容器に入れ研究室に持参し，解剖パット上にて，胃部

する必要が痛感される。叉寄生部位，虫体の大いさ，寄 より大腸まで順次切開し，精確に虫体の採取を行った。

生態度等の研究は，宿主への病因作用並びに病需程度と 同時に小腸の長さおよび鈎虫体ψ寄生部位を十二指腸上

深い耕関を有し，且つ駆虫薬， l駆虫方法に欠くことの出 端より測定した。犬は成犬を選ぴ，電殺の前日より剣料

来ぬ有効な基礎知識を提供する。我々はかかる見地に立 を与えず，腸管内を空虚にして採虫に使ならしめた。

って，犬鈎虫（Ancylostomacaninum A.c.と目毎日〉の寄 採虫の都度直ちに，虫体を 0.9%食塩水にて洗綜し，

生生態について，基礎的な研究を行った。元来人体に寄 櫨紙上におき，体表に附着した水分等を除去した後，虫体

生するヅピニ鈎虫，アメリカ鈎虫について，観察すると が充牙収縮した所て，ノギスを用いて体長を測定した。

とが望ましいが，人腸管を長時間観察する便宜が得難い 叉石崎式簡易微量計を用いて体重を測定した。更に虫体

のて，止むなく犬腸管を用い A.c.の寄生々態を観察し を 0.9%食塩水を入れた硝子瓶に一隻づ〉保存し，採

た。 虫終了後，虫体を鋭検して種鑑別および雌性器内の虫卵

従来西(1933,1936）の，.!i.e.における宿主の年齢と の有無と成熟状況を観察した。電殺後採虫開始に要した

感染率，寄生部位，性比，吸血状態等の研究，Herrich 時間は 2乃至15時間である。採取時虫俸の大部分は腸粘

(1928）の A.c.寄生の量的研究，山田 ・井上 (1934) 膜面に攻着，全部生存していた。本調査群をA群と呼ぶ。

による.A.c.の栄養物の研究があるが，寄生生態を研究 なほ昭和30年1月より 3月の聞に，同管内て捕獲した

の主題としたものは甚だその数が少い。最近永吉 ・牟田 47頭の野犬を，上記同様剖検し虫体を採取したので，之

口 ・山田 G956）が密度効果を中心として鈎虫の寄生生 をB群と呼び，ニ，三の成績を附した。 B群ては寄生部

態を取り上げ，町田 (1957)も A.c.0大いさ並びに産 位，虫俸の測定等を行わなかった。

卵数に密度効果を認めている。

我々は既に町田（1957)が発表した調査成績の一部お

よび新たに追加した資料に基いて，A.c.の寄生生態を

成績

FUKI YAZIMA & KIICHI MACHIDA: On the eco・

logical relations of parasite state of Ancylostorna 
canznum, especially on the density effect of popu-

lation (Department of Public Health, School of 
Medicine, Chiba University) 

1. 寄生率 ・寄生鈎虫数および年齢組成

剖検して得た鈎虫はすべて A.c.て，A群ては28頭中

27頭96.4%の高感染率を示し，その内25頭は両性寄生，

I頭は雌単独寄生，l頭は雄単独寄生であった。 B群で

は47頭中38頭80.8%で，内25頭は両性寄生，11頭が雌単

( 27 ) 
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両者~の寄生 A.c. 数の度数牙布を比較の為百分比にな

ほして第 l 図に示す。平均 A.c. 数はA群28.6~， I3群
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第1図 各群別寄生鈎虫数度数分布図

独， 2頭が推単独寄生であった。

17 . 1 ~乏で， 同一地方て採取した野犬群ても根木によって

寄生率および寄生濃度のばらつきがみられた。永吉らの

成績（以下永吉群と附記〉を計算して同図に記入してみ

ると，A群と比較的類似の度数牙布を示している。

雌 A.c.内の虫卵状況によって，大凡両群の年齢組成

(Age distribution）を図示すると第2図の如く ， 両群と

A 群 B ~半

分裂卵包蔵雌虫体 I 88う弘 I I 89.6 % I 

不そt11f'卵包蔵』堆虫体

卵未形成雌虫体

日6.1% 

日76% 

第 2図年齢組成

口ぅ.6% 

日ι7% 

も好裂卵包蔵雌虫は全－休に対して約~JOOo であり ， 未熟卵

包j棋乃宅は卵オミ形成雌虫は 5%内タトを市めていた。

2. 寄生部位

大部牙の虫体は粘膜に茂治し，体長の中途叉は全部を

粘膜商（粘液も含む〉に穿入していた。寄生部位は均

等（Uniform）に分布しているとは斤い難いが，又塊状

(Clumped）分布でもない。 A.c.数が少数の場合は，ノト

腸の中央部附近；こ寄生して居り，多数になると小腸全域

に亘って棲息場所が拡大し，史ド円 ・大腸まで拡がって

いる例がある。

〔寄生虫学雑誌 ・第 7巻・ 第 6号

小腸を十二指腸上端より廻腸未端まで正確に 8等分

し，上音防＼らJI回に1乃至8までの番号を附して寄生部位

とし，A.c.数JI阪に寄生部位を図示すれば第 3図の如 く

である。 A.c.数が10笠までは寄生範閉が小腸上端より

数えて部位 3・4・5・6の略小腸中央部にある。 2・

30笠以上の例では大体小腸全域に亘って寄生し，中閣の

JO乃至20隻の群ては，小腸中、央部より上部又は下部に偏

って寄生している。小腸の長さと寄生数，寄生部位との

聞には一見聯関が認められない。

各例毎の最高寄生部位の度数牙布を掲げると第4図の

如くてある。同図中に永吉群を対象に・ti'liいた。九群23例，

永吉群31例一一ー最高寄生部位がr»~瞭に認められる例一一ー

について集計した。 A一群においては部位』が11例て煩度

目く ，部位 5が4例，部位3が3例の）｜聞で，部位 l，部位 7

に最高を示す例はなく ，附左右対称の介布である。永吉

l洋は部位 4が11例て、開度向く ，やや分布Z盟が左へ歪んて、

いる。 A.c.数別に 1～19i主群，20！！：：群の二つに群別す

ると，A群永吉群とも 1～19!2群が，分布型は左へ歪み，

小腸上部に多数寄生部位が偏っていることが伺われた。

多数寄生例を数例とり上げて，1犬当りの寄生 A.c.

数を 100とした[I与の，部位別寄生数百牙比を第5図に示

す。 A群ては50'.!Q以上寄生の 5例て、，No.128, 129が

略分布の山が巾央，No.119, 127, 124ては牙布型が

左へ歪んでいる。永古群ては No.3が中央 No.1はよ己

へ歪み， No. 2, 4 ~.よtTへ歪み， No. 5は完了了二峰性を

示している。 l~D:;i統計的にみれば，小腸中央部に好適部

位があるが，個々の例において必ずしも部位 3・4を段

高とする山摺てはなかった。

小腸以外のyf'j化竹て、発見された A.c.は2-111点：こ示し

た様に10笠あった。 No.108, 111を除く 8例は発見部

位に佼芦叉は穿入していた。胃部に 4~， 大腸 ・ ．盲腸部

に4笠て，ntlf.Htに拘わらない。虫体の大いさは雌雄共中

等度以上である。而して小腸タ｜、寄生例は君や十Iの多数寄生

例て生態密度（Specificor ecological density）が比較的

大きかった。

3. A.c.の性比

全例合計・Jlt!Et;f［：：数について性比（雌／MDをみると第2表

の如く ，人群ては 1.5,B群ては 2.:iである。雌の雄に

刻する［1ヰ隔係数はA群1.29,B群2.42であった。粗密度

(Crude density）と性比の関係を第G岡に示すと，人群

ては密度が小なる例ては性比が大，密度が噌すと性比が

ノj、となっている。日群てはむしろ需度が射すと性比が大

となっている。

( 28 ) 
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犬鈎虫寄生分布（A群）第 3図

表1 第

イ立

腸

腸

（体重 ・体重）

吸水して膨脹大型，虫卵（ー）

14.0mm 2.lmg 不受精卵（＋）

7.8mm 0.9mg 分裂卵（＋）

7.5mm 0.7mg 
6.2 mm  0.4 mg 

7.0mm 0.5mg 

7.0mm 0.6mg 

9.1 mm  1.0mg 

9.6mm 1.0mg 

8.0mm 1.3mg 

不受精卵（＋）

分裂卵（＋）

分裂卵（＋）

発見鈎虫の性及び大いさ

Q－

Q
‘
円
干

8

8

8

8

9
・
♀

O
T

生態密度
犬小腸 lcm 当り

寄生鈎虫数

0.08 大腸内容物中

0.06 電殺前日の排他便中

0.09 盲腸中央部

0.18 盲腸中央部

｜ 

部見発

0.31 

寄生鈎虫数

50 

108 

111 

121 

123 

犬 No.

124 

0.29 

と，小腸前半に高く後半に低いととはなく，更に小腸4

等牙性比ても，変動巾は大きくなるが，一定の傾向は認

74 

A群の多数寄生例 5例について寄生部位別性比を第

8表に示した。小腸を 2等牙して夫々の性比を計算する

127 

( 29 ) 



〔寄生虫学雑誌、・第 7巻 ・第 6号

し密度が0.05以下の場合は虫体が大きし密度が高くな

るにつれて虫体は小となり，略恒常値を示す。即：；密度

がある程度大きくなっても，虫体の大いさは或る限界以

下に小さくならない。 EPGP Fは前者と趣を異にし，

密度が小さい場合は，EPGP Fは小さく，密度 0.075

において最高値を示し，密度の増加と共に減少，以下恒

常値を示している。雄の大いさは密度と関わりなく同ー

の値をとって密度効果は見られない。

群
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更に寄生密度の比較的高い部位4に寄生する A.c.の

平均体重 ・体長を雌雄別に算出し，生態密度との関係を

見たのが第8図てある。計算方法は前と同じである。雌

の場合は体重 ・体長とも上述の傾向とよく合致した密度

効果を示した。即：；生態密度の小なる場合は，虫体が大

きく ，密度が大になるに伴い虫俸は小さくなり，或る恒

常値を示す。雄の場合は密度の大小に関わりなく大体同

ーの値を示し，密度効果が認められない。

( 8 岩手）
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寄生鈎虫数と性比第 6図

多数寄生例における犬小腸各部位に於ける性比（A群）第 3表

90: 114 (1.3 

33 : 40 (1.2) 

28: 34 (1.2) 

21 : 32 (1.5) 

14: 28•2 .0) 

全体性比
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同左二等分性比

40: 54 (1.4) 

2: 5 (2.5) 

6 : 6 (1.0) 

10: 9 (0.9) 

3: 9 (3.0) 

犬小腸四等分各部位の性比

5・61. 2 3・4

4: 9 (2.3) 39: 42 (1.1) 

13: 14 (1.1) 17: 20 (1.2) 

13 : 19 (1.5) 5 : 6 (1.2) 

3: 8 (2.7) 8: 14 (1.8) 

5 : 13 (2.6) 4: 3 (0.8) 

129 

119 

128 

124 

127 

No. 

（） 

5. 寄生部位と虫体の大いさおよび雌成熟度

寄生密度が，．虫体の大小および産卵数に影響をおよぼ

していると推定されたので，史に寄生部位による影響を

検討してみた。各例の小腸部位別 ・雌雄別平均体重 ・体

長を算定し，それを用いて全例の部位別 ・雌雄別平均体

重 ・体長を計算して第9図に表わした。雌の体長は部位

3・4・5が大きく ，下部になるに伴い小さくなり，体重

においても部位4に最高値，部位 7・8に至って著明な

低減が見られる。雄は雌に比し，小腸下部寄生群の倭小

化の傾向は不明瞭である。参考に拘げた永吉群の体長は

著切な部位差を示している。因みに永吉群は，全 A.c.

を寄生部位毎に層別 して平均体長を算出している。

多数寄生例の部位別・雌雄別平均体重 ・体長を第10

図に示したが，小腸下部寄生群の体重・体長の笈小化

は No.129, 128, 127に明瞭で，No.119, 124の如く

数字は 8：♀

5・6に性比が高いといめられない。特に部位 3・4'

う現象は見られなかった。

4. 密度と A.c.の大いさおよび産卵数

著者の 1人町田は，既に A.c.の体重 ・体長および産

卵数に，棲息密度効果が存在することを認めた。然し密

度として 1犬の寄生 A.c.数即1う組密度を用いたので，

今回は寄生 A.c.個体群が実際に棲息する有効な小腸の

長さを測定して，単位長さ当りの個体数即ち生態密度を

算出して密度効果を観察した。

小腸 lcm当りの A.c.数と，雄および成熟雌虫の体

重・体長および 1雌当り尿 lg中虫卵数（Eggsper gram 

per femal以下EPGP Fと略記，産卵数の推定値とす

る〉の関係を第7図に示した。生態密度によって各例を

層化し，層毎に体重 ・体長 ・EPGP Fを平均して作図

した。雌ては体重 ・体長は極めてよく類似した曲線を示

( 30 ) 
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数 （A群）

7評切でない例も存した。

雌鈎虫性器内包蔵卵についての観察所見を寄生部位別

に！在理すると第4表の如くとなった。虫卵包蔵の分類は

下記の如く行った。卵細胞が牙割せず卵殻内に充満して

いるが， 形態学的には成熟している卵を仮に不受精卵

と呼んだ。雌単独寄生例ては，雌虫体が大きくともかか
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第8図 生態密度と小腸第 4部位寄生

鈎虫イ本軍： ・体長（A群）

る虫卵が見山される。形態的に卵殻が薄く，卵細胞は充

満像， 卵形が小瑚又は不~＼切手て、， 上記不受精卵とは明瞭

に区別される卵をよ熟卵と称した。性器内に卵がtJ.在せ

ず，虫体が発TI不充分で，一見本熟雌虫と思われる虫体

を卵未形成とした。 jミ熟卵包蔵雌虫と卵未成雌虫を未熟

雌虫とした。体rTI：・体長は大きいが，体内臓器が黒色て

萎縮していて，性部内に虫卵が認められぬ雌が全例巾 1

1芝あった。之はι－京雌虫 として上記卵未形成とほ別し
ト2・
4、ーロ

寄生の多少により三群に層化してみると， 1～ I)Y2群

ては当然のととながら不受精卵包蔵雌虫の間合が極めて

高く ，10～19！芝昨ては他群より比較的ぷ熟雌虫が多い。

寄生部位は， 1 ～ 9~群：ては不受精卵包蔵雌虫も ， 叉 l 例

の虫卵よ形成雌虫も小腸中央部に寄生していた。 10～19

笠群ては，不受精卵包蔵雌虫および未熟雌虫は部位4以

下に寄生していた。 20～笠群ては不受精卵包蔵慮虫は全

部位に寄生し未熟雌虫は部位5以下に寄生していた。

下部寄生 A.c.の倭小化の現象は，未熟雌虫の下部寄

生によって，その一部は説明される。

( 31 ) 
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一－o鈎虫 一一一一♀鈎虫

傍の毅字は犬番号

較して感染濃度が稀薄

に止まっていると推定

される。叉寄生数の限

界は A.c.の病需性か

ら告胎ヲを受けていると

考えられる。即ち濃厚

感染犬は比較的早く箆

死し，生犬を捕獲して

調査した場合は調査洩

れとなるζ とを考慮す

る必要がある。

雌虫の年齢組成を体内

虫卵の成熟度によって

層別すると，約00%は

牙裂卵包蔵雌虫て，未

熟卵包蔵および卵未形

成のぷ熟雌虫は 5%内

外であった。通常未熟

雌虫の出現は，新感染

の存在を仮定させる。

夫捕獲はA群が 2～6

月， B群が 1～3月て、，

両群の雌年齢組成はよ

く類似していた。上述

の仮定が正しければ冬

季においても新感染が

僅かながら起っている

と見倣される。 A群て第 10図多数寄生例にお

ける小腸部位別の鈎虫体

重 ・体長平均値（A群）
は採取月日JI即こ A.c.

数が増加しているが，

落下「感染が始まったとするならば，未熟雌虫出現率も高く

なるべきと思われた。然るにA ・B群ほ三同率て，採取

月円）｜聞に米熟雌虫出現率が増加しなかった。一方密度効

果による発育の遅延というととも考慮すべきと推定され

る。 J；熟雌虫については今後の検討に倹つ。

2. 寄生部位

森下 (1955）は実験的に A.c.を犬に感染させた例て

は，雌雄の集団が 1.5～lOcm 間l¥Mに，数個叉は十数個

小腸暗に吸著しているのが常であるという。我々の観察

ては集合する傾向は認められず機会的（random）に牙布

していた。恐らく生体内ては寄生部位は固定していると

となく常に或る範囲内て移動が行われていると思われ

る0・我々が断面的に観察した寄生部位は，寄生 A.c.数

( 33 ) 
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の増加に伴って，小腸の中央部より，JI聞に小腸全域にむ

かつて棲息範囲が拡大していた。との現象は，宿主個体

内において寄生数が哨加する場合の A.c.個体群の生

長過程を推測せしめて甚だ興味がある。自由に寄生部位

を選択出来る少数寄生の場合に，小腸中奥部に寄生して

いるので，この部からすみつき（Establishment）が始ま

るのであらう。

永吉ら (1956）は全小腸を 8等牙して，部位 3・4を

好適寄生部位とし，西（HJ36）は小腸の中央部に寄生数

が最も多いと述べた。叉両氏共多数寄生の場合は寄生範

聞が小腸全域に亘るととを観察した。我々の成紡も全く

同様である。最高寄生部位の度数分布図によれば部位4

を最頻数とし，左右殆んど刻・称であった。

A.c.にとって小腸全域は棲息可能の環境であり，更

に少数ながら大腸 ・胃にも棲息していた。小腸以外の異

所寄生報告例は，我国でも人鈎虫について栢井 (1935),

平尾 (1938），石井 (1949）等がある。森下 (1955）は

十二折腸叉は大腸に寄生することは稀であると述べ，西

(193G）は A.c.について調査犬臼例中34例に大腸寄生，

26例に盲腸寄生を証明した。西の成績を検討してみる

と，寄生 A.c.数79～1354！立の実験的径口感染犬30例中

28例（93%）に，叉7～213:Ylの自然感染犬14例中 6例

(43%）に之を認めている。後者の 6例の A.c.数は，

28, 50, 50, 68, 86, 141隻であった。即ち大腸部寄生

は多数寄生群に屡々起っている。河野 (1957)は A.c.

について小腸外大腸部寄生は異例的てないという。我々

の成績では27例中 3例（11%）て，夫々24,36, 50'.!1:寄

生であった。

胃部寄生例については従来の文献に明らかて、ない。我

々の調査では27例巾 2例 c7 %） て， 50, 74~寄生例に

見出された。円体中央大時後暗に授着していたので，胃

部を棲息場所としていたと考えられる。上述の如く小腸

タト寄生報告例の成舶が区々であるが，特にとの場合は寄

生密度を規定しないと直ちに比較することは出来ない。

寄生部位の観察ては，宿主の死後観察までの聞に寄生

鈎虫が平素の生理的移動の範囲より大きく移動せぬこと

が必要である。孜々は次の諸点より，今阿の成結ては移

動はあったとしても，さして大きいとは考えていなし、。

山!J第ーに解剖時虫体は生存し大部分は腸粘膜に佼茄穿

入していた。第二に解剖時腸粘膜上を移動する虫体は一

例もなかった。第三に A.c.は一定温度域に棲息してい

て，適応温度範囲が狭く ，運動が制限されていたとt思わ

れた。その点に就いて西 (1933）によれば，生体外にと
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り出された A.c.の運動は，環境温度に制約され，38～

40°0て活溌に運動，30°0て緩徐，20°0て静止状態になる

と云う。本調査は気温20°0以下て行われ，犬の死後直ち

こ腸管を取り出したので，A.c.のタ卜聞の温度は必ず20°0

以下に保たれていた。

3. A.c.の性比

Herrich (Hl 28）は感染実験において A.c.の性比 は

1.16てあるとし，永吉ら (1956）は自然感染犬にて 1.6,

西 (1936）は経口感染犬て1.14，自然感染犬て1.30と述

べた。我々のA群は 1.5, B群 2.3て、永吉群の性比に近

い。この数例の報告によれば自然感染犬に性比が大てあ

る。

寄生密度と性比の関係について，永吉ら (1956）はヅ

ピニ鈎虫，犬鈎虫てはー宿主当りの寄生数が増大しても

性比に変化は認められないが，アメリカ鈎虫ては寄生数

1000長以上の場合に性比が大となると述べた。叉犬鈎虫

て、は腸管内の部位によって，寄生密度の高い部位程性

比が大となるのて，性比にも密度効果が認められると云

う。疋に古く ，西 (1936）は小腸部位別に性比が具るこ

とを指摘し，上部に性比大となり，下部において 1に近

くなるとした。

孜々の成結て、は，寄生密度および寄生部位による性比

の変化に一定の傾向が認め難く ，密度効果の存在は明ら

かでなかった。今後観察数を増して検討して行くべきと

J思われる。

ム 密度と A.c.の大いさおよび産卵数

生態学の釘域ては，個｛本群の棲息密度の高低にによっ

て，その属する個体の形態および生理が強く影響される

ことが，各種の動物について明らかにされつつある。特

に閉鎖空間に棲息する鈎虫にとっては，密度の影響を強

く受けると思われる。既に町田 (1957)は，A.c.につ

いて粗密度と体重 ・体重 ・体長 ・産卵数の聞に密度効果

を認め，永吉ら (1956）は戸！じく A.c.について体長に

Allee型の密度効果を認めた。孜々は生態密度と体重 ・

体長 ・産卵数とむ関係をみたが，雌ては体重 ・体長共に

密度の増大に伴って，虫体の倭少化が見られ，密度が 0

.1以上になると，虫体の大いさは時恒常値を示した。永

吉等の体長に現われた密度効果は，最適密度の存する

Allee型であるが，我々の成績では最適密度の見られな

い Drosophilamに近似 した。雄ては密度効果が明らか

に認められなかった。

それにひきかえ産卵数は密度がまばらすぎ（Under-

•Crowding）ても ， こみあいすぎ（Overcrowding）ても小

〔寄生虫学雑誌、・第 7巻 ・第 6号

となり，生態密度0.75て最高値を示した。 即！＞ Allee 

型に近似される。

以上要するに，生態密度が小なる時虫体の大いさは充

分大きく発育する。即ち密度は支援的に働く。ととろが

虫体数が少いので，性比に歪みが生 じたり，或は雌雄の

年齢組成の適当な平衡を失うととが多いので，まばらす

ぎは産卵数に対して制限要因となると考えられる。

永吉ら(195めは叉好適寄生部位に寄生する A.に の体

長は，その部位の寄生密度の効果を制界的に受け Allee

型を示すと云う。我々はー宿主当りの生態密度と部位 4

の寄生虫体の体豆 ・体長の関係をみた。雌ては Droso-

phila型密度効果が認められ，雄ては体重 ・体長とも密

度に関わりなく一定値を示し，密度効果は明らかでなか

った。

5. 寄生部位と虫体の大いさおよび雌成熟度

寄生部位別体重 ・体長を算出してみると，雌においγ

は小腸上部，特に部位 3・4に最高値を示し，下部にな

るに従い虫体は小さく，雄ては部位差が不明瞭てあつ

え。 永吉ら (1956）の部位別体長は，部位差が雌雄共に

明瞭で，然も虫体が大きい。之は体長測定法に差異があ

った為もあると考えられる。

我々の多数寄生例ては，下部寄生鈎虫の倭少化が著明

の場合と，それ程著切でない例があった。

部位別に雌体内包蔵卵の成熟度をみると，未熟雌虫の

寄生部位が，密度小なる群ては小腸中、央部にも見られ，

密度大なる群ては部位 5以下であった。未熟雌虫は新感

染虫体てあるという仮定に立てば，密度がまばらの時に

は新感染虫体のすみつきは小腸中夫部の好適寄生部位に

始まるが， 密度が大となるに従い好適寄生部位は先住

の鈎虫によって内められているので，比較的密度の小さ

い小腸下部にすみつくのではないかと考えられる。かく

して棲息範聞がJI固に拡大して行くのであろう。但し個体

群の生長発育に関するとの想定は，上述の仮定に立って

いるので，JJ!t述した様に密度効果のーっとして成熟の遅

延という現象が存在すれば更に検討を加えるべきであ

る。

なほ木論文ては，犬小腸に寄生する犬畑虫 （Toxocara

canis), 爪＇.）.；＂~ミ虫 （Dipylz・dzum caninum) , マンソン裂

頭条虫 （Dz》hyllobothnum mansoni），犬鞭虫 （Tnヒhuris

vulpis）の各種個体群閣のはたらきあい (Interaction)

については全然ふれていないが，A.c.の寄生々態にお

よぶ異種個体群の影枠は無視出来ないと忠われる。

叉宿主の免疫力 ・祇抗力等の影特についても何らふれ

( 34 ) 
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ることが出来なかった。

総括

千葉県五井保健所管内て捕獲した野犬の，消化管を解

剖して寄生せる犬鈎虫を採取し，その寄生生態を観察し

て，次の結果を得た。

1. 該地区野犬の犬鈎虫寄生率は，極めて高率で90%

前後を示した。平均寄生虫数は20笠前後の稀薄感染てあ

った。雌鈎虫の年齢組成は，分裂卵包蔵雌虫が約90%,

未熟卵包蔵および卵未形成雌虫は約 5%て、あった。

2. 犬鈎虫の寄生部位は，寄生数が小なる場合は小腸

の略中、央部に，寄生数が漸次増加するに伴って，小腸全

域に棲息範囲が拡大し，時には大腸部および胃部寄生が

認められた。全例を通じて最高寄生部位は，小腸 8等好

の部位 4であって，従来の報併と一致した。

3. 犬鈎虫の性比は 1.5より大きく，従来の報告に比

べてやや高かった。寄生密度と性比，寄生部位と性比の

聞には，夫々特定の関係は認められなかった。

4. 雌鈎虫の体重 ・体長には，生態密度効果が認めら

れ，その型は Drosophila型であった。雄鈎虫には生態

密度効果は認められなかった。 EPGP Fには Allee型

の密度効果が認められた。

5. 好適寄生部位としての部位 4における雌鈎虫の体

重 ・体長も同様の Drosophila型の生態密度効果が見ら

れた。同部位の雄鈎虫ては生態密度効果は認められなか

った。

6. 寄生部位別の体重・体長を算出すると，雌鈎虫て

は部位 4が最も大きく ，下部になるに従い虫体が短小と

なっていた。雄鈎虫ては部位差が雌より不明瞭で、あっ

た。

7. 未熟雌虫は少数寄生の場合は小腸中央部にも発見

されたが， 密度が大なる群ては部位 5以下に発見され

た。

8. 以上の成績より閉鎖空間にすむ犬鈎虫の形態およ

び生理に明らかな密度効果が認められ，且つ犬鈎虫個体

群の生長発ffの型を類推する手がかりがnられたと思わ

れる。

稿を終るに際し，御指導御校閲を賜わった柳沢刺喜雄

教授に深 〈感謝申上げます．叉御援助を賜わった玉井保

健所並びに当教室伊佐博夫氏に感謝申上げ ます．
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Summary 

Fundadamental studies relating to the population 
of hookworms in their host’s gastro-intestinal tract 
are of interest ecologically and underlie the ap-
proach to many practical problems such as treatment 
of hookworm disease. Present investigations were 
carried out on dog hookworms, Ancylostoma, canznum 
which were removed from stray dogs caught within 
jirisdiction of Goi Health Center, Chiba Prefecture. 
The results obtained were as follows: 

1) Of 75 dogs examined, 65 (88%) were positive 
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for hookworms in their tracts. Average number 

of worms found in a dog was about 20 individuals. 

Segmented eggs were contained in 90 % of all female 

worms collected and unsegmented and no eggs were 

done in 5% of them. 

2) Distribution of the worms in the tract of the 

host was limited to the central part of small in-

testine when the population density of the worms 

was low whereas it was extended to even the 

stomach and large intestine when the density was 

high. 

3) The effect of ecological density of female 

population upon their body weight and length in 

dog hookworms was similar to that in fruit fly 

( 36 ) 
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larvae (Drosophila larvae) and Allee’s principle was 

also true in the ca関 ofthe e宜ecton the number 

of eggs laid in a gram of feces by a female worm. 

In the males no e旺ectof their density on the body‘ 

weight ane length was recognized. 

4) Out of the means of body weight and length 

of worms collected in various parts of gastro-intes-

tinal tract, maximum mean was found in the upper 

4th part of the small intestine divided into eight 

portions. Worm bodies found in lower part of the 

intestine became smaller. In the case of high 

population density of hookworms immatured females 

occurred in the lower part of the intestine. 




